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市民の皆様の声を行政に反映するために、市長と
お話ししてみませんか。話題はなんでも結構です。
皆様のご来場をお待ちしています。

■時　間／13 時～ 16時
■場　所／農村環境改善センター（加茂部 1491）
■問合先／秘書広報課（☎58-5111・75-3111 代表）

市長と話してみませんか？
～市民の日～

３月２１日（水）

　
桜
川
市
内
に
は
全
国
的
に
有
名
な

遺
跡
や
重
要
な
出
土
品
な
ど
の
「
た

か
ら
も
の
」
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。

今
回
、
そ
の
中
の
一
つ
が
50
数
年
ぶ

り
に
市
へ
里
帰
り
し
ま
し
た
。

　
そ
の
た
か
ら
も
の
と
は
、
旧
岩
瀬

地
区
の
大
泉
字
堀
ノ
内
か
ら
出
土
し

た
須す

恵え

器き

と
呼
ば
れ
る
古
代
の
焼
き

物
で
、
碗
や
皿
、
甕か

め

な
ど
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
ら
は
、
堀
ノ
内
地
区
の
上う

え

野の

武た
け

臣お
み

氏
の
土
地
に
あ
る
窯
跡
か
ら

出
土
し
た
も
の
で
、
奈
良
・
平
安
時

代
（
今
か
ら
お
よ
そ
１
１
０
０
～

１
３
０
０
年
前
）
ご
ろ
に
作
ら
れ
た

も
の
で
す
。

　
こ
の
堀
ノ
内
の
窯
跡
は
、
昭
和
31

年
～
33
年
に
か
け
て
故 

高た
か

井い

悌て
い

三さ
ぶ

郎ろ
う

氏
の
指
導
の
下
、
上
野
氏
も
参
加

し
た
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
、
大
き
な

成
果
を
上
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
特
に
、
出
土
し
た
須
恵
器
に

「
新し

ん

大た
い

領り
ょ
う

」「
新

し
ん
く
り
や厨
」
と
い
う
字
が
刻

ま
れ
た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
が
注
目

さ
れ
て
い
ま
す
。

　「
新
大
領
」
と
は
「
新
治
郡
（
当

時
の
岩
瀬
地
方
の
こ
と
）
の
大
領
」

の
略
で
、
大
領
と
は
郡
の
長
官
の
こ

と
で
す
。
厨
と
は
当
時
の
役
所
に
勤

め
て
い
た
役
人
た
ち
に
食
事
を
支
給

し
て
い
た
部
署
を
表
し
て
い
ま
す
。

こ
の
後
、
窯
跡
は
県
史
跡
に
指
定
さ

れ
ま
し
た
。

　
出
土
し
た
須
恵
器
な
ど
は
そ
の

後
、
高
井
氏
が
館
長
と
な
っ
た
兵
庫

県
西
宮
市
に
あ
る
辰
馬
考
古
資
料
館

で
整
理
・
保
管
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

こ
の
た
び
辰
馬
考
古
資
料
館
を
は
じ

め
と
す
る
関
係
者
・
関
係
機
関
の
ご

好
意
に
よ
り
、
上
野
氏
の
下
へ
移
管

さ
れ
、
さ
ら
に
上
野
氏
よ
り
一
括
で

市
へ
寄
贈
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
日
時
／
３
月
24
日
（
土
）
13
時
30

分
～

■
場
所
／
真
壁
伝
承
館
会
議
室
１

（
桜
川
市
真
壁
町
真
壁
１
９
８
）

■
講
師
／
阿あ

く

つ

久
津 

久
ひ
さ
し

氏
（
元
・
茨

城
県
立
歴
史
館
学
芸
部
長
）

■
参
加
費
／
無
料

■
問
合
せ
・
申
込
先
／
真
壁
伝
承
館 

文
化
財
係
　(

☎
０
２
９
６-

23-

８
５
２
１
〈
月
曜
、
祝
日
休
〉）

※
当
館
は
駐
車
場
が
狭
い
た
め
、
車

で
来
館
の
際
は
出
来
る
だ
け
乗
り
合

わ
せ
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
１
月
22
日
（
日
）、
第
58
回
文

化
財
防
火
デ
ー
に
と
も
な
う
文
化

財
防
災
訓
練
が
、
真
壁
町
山
尾
の

五ご
し
ょ
こ
ま
が
た
き

所
駒
瀧
神
社
本
殿
（
１
７
０
４
年

再
建
・
市
指
定
文
化
財
）
で
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　
同
神
社
は
長
和
３
年
（
１
０
１
４

年
）
創
建
の
千
年
近
い
歴
史
が
あ
る

と
さ
れ
る
神
社
で
、
訓
練
は
、
こ
の

貴
重
な
文
化
財
を
未
来
に
伝
え
る
た

め
、
神
社
、
山
尾
地
区
、
消
防
団
・

消
防
署
な
ど
か
ら
多
数
参
加
し
て
、

本
番
さ
な
が
ら
に
行
わ
れ
有
意
義
な

も
の
と
な
り
ま
し
た
。
　

　
文
化
財
防
火
デ
ー
（
１
月
26
日
）

は
、
昭
和
24
年
１
月
26
日
の
奈
良
・

法
隆
寺
金
堂
壁
画
の
焼
損
を
き
っ
か

け
に
国
が
定
め
た
も
の
で
す
。

歴
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史
資
料
館
だ
よ
り

半
世
紀
を
経
て
里
帰
り
し
た
「
須
恵
器
」
を

手
に
取
る
上
野
氏

「
桜
川
市
の

た
か
ら
も
の
」

半
世
紀
を
経
て
里
帰
り

歴
史
講
座
の
案
内

-

（
仮
）堀
ノ
内
古
窯
跡
群
出
土

の
須
恵
器
に
つ
い
て-

文
化
財
防
災
訓
練

防火訓練の様子（水幕ホース）

「新厨」と刻まれた須恵器


